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　妊娠中は女性ホルモンの増加により、歯周病原細菌の増殖、唾液の分泌低下をきたすためにう歯や

歯周病が進行しやすい環境になるとされています。さらに、近年、歯周病合併妊婦では、早産、低出

生体重児出産、妊娠高血圧腎症、妊娠糖尿病の危険性が高くなることが明らかとなってきました。こ

のような背景から、妊婦が歯科の先生方にお世話になる機会は今後ますます増加するものと思われま

す。

　日本産科婦人科学会・日本産婦人科医会が共同で作成した産婦人科診療ガイドライン産科編2014に

おいては「妊婦のう歯・歯周病については？」というClinical　Questionが設けられ、それに対応する

Answerとして「妊娠中は歯科疾患が進行しやすいので，う歯・歯周病について相談を受けたら歯科

医受診を勧める。　（推奨レベルB：実施すること等が勧められる）」と記述されています。さらにそ

の解説中には、妊娠自体は歯科治療の適応を制限しないが，薬剤の胎児への影響が懸念される妊娠初

期は緊急性の高い歯科疾患治療に限定すること、また、妊娠中期以降も抗菌剤・消炎鎮痛剤について

は、胎児に対する安全性の高いものを選択して使用することが望ましいと記述されています。しか

し、緊急性の高い歯科疾患ほどX線撮影、観血的な処置や薬剤投与などが必要となる場合が多く、歯

科の先生方が催奇形性や胎児毒性について頭を悩まされる場合も少なくないと思われます。
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本シンポジウムでは、妊婦に対する歯科治療時の注意点、特にX線撮影と投薬について産科医の立場か

らお話したいと思います。
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